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議案第39号 

 

令和８年度逗子市一般会計補正予算（第１号） 

 

令和８年度逗子市の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ359,820千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ26,119,820千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

（継続費の補正） 

第２条 継続費の追加は、「第２表 継続費補正」による。 

（地方債の補正） 

第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

 

令和８年６月11日提出 

 

逗子市長 桐ケ谷  覚  

 



12 542,380 22,243 564,623

1 負担金 542,380 22,243 564,623

13 308,205 5,457 313,662

2 手数料 214,540 5,457 219,997

14 3,885,618 35,106 3,920,724

1 国庫負担金 3,452,289 23,688 3,475,977

2 国庫補助金 419,778 11,418 431,196

15 1,990,709 △2,044 1,988,665

2 県補助金 722,821 △2,485 720,336

3 委託金 116,351 441 116,792

16 29,408 8,490 37,898

1 財産運用収入 29,406 8,490 37,896

17 226,252 179,435 405,687

1 寄附金 226,252 179,435 405,687

18 1,808,809 △500 1,808,309

2 基金繰入金 1,769,935 △500 1,769,435

19 300,000 96,033 396,033

1 繰越金 300,000 96,033 396,033

20 235,937 7,100 243,037

4 雑入 210,933 7,100 218,033

21 2,229,500 8,500 2,238,000

1 市債 2,229,500 8,500 2,238,000

25,760,000 359,820 26,119,820

繰入金

繰越金

諸収入

市債

歳　　入　　合　　計
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分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

補　正　額

 千円

第１表　　歳入歳出予算補正

歳　　入

款 計

 千円

項 補正前の額

 千円



2 3,176,407 204,556 3,380,963

1 総務管理費 2,531,755 204,556 2,736,311

3 10,844,469 44,812 10,889,281

1 社会福祉費 4,833,258 10,924 4,844,182

3 生活保護費 1,135,368 33,888 1,169,256

4 2,475,594 81,578 2,557,172

2 清掃費 1,658,871 81,578 1,740,449

7 2,959,502 22,704 2,982,206

3 道路橋りょう費 453,837 22,704 476,541

8 1,525,240 1,600 1,526,840

1 消防費 1,525,240 1,600 1,526,840

9 2,441,906 4,570 2,446,476

1 教育総務費 468,245 441 468,686

2 小学校費 1,042,469 △5,629 1,036,840

3 中学校費 505,870 985 506,855

4 社会教育費 303,862 8,773 312,635

25,760,000 359,820 26,119,820歳　　出　　合　　計
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総務費

民生費

衛生費

土木費

消防費

教育費

歳　　出

款 計

 千円

項 補正前の額

 千円

補　正　額

 千円



第２表　継続費補正　

１　追　加 （単位　千円）

第３表　地方債補正

１　変　更 （単位　千円）

償還の
方法

道 路 整 備 事 業 費 98,400 －－ － － 108,400 － －

－

限度額
起債の
方法

－

補　　正　　後

起債の
方法

－ －388,000 

利率
償還の
方法

利率

－

起 債 の 目 的
補　　正　　前

限度額

－学校教育施設整備事業費 389,500 

款 項 事業名 総額 年度 年割額

9 11,429
 ８ 消防費  １ 消防費 災害対策事業 20,911

8 9,482
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令 和 8 年 度 

 

 

逗 子 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） に 関 す る 説 明 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逗 子 市 



 

 



１　総　　括

（歳　　入）

12 分担金及び負担金 542,380 22,243 564,623

13 使用料及び手数料 308,205 5,457 313,662

14 国庫支出金 3,885,618 35,106 3,920,724

15 県支出金 1,990,709 △2,044 1,988,665

16 財産収入 29,408 8,490 37,898

17 寄附金 226,252 179,435 405,687

18 繰入金 1,808,809 △500 1,808,309

19 繰越金 300,000 96,033 396,033

20 諸収入 235,937 7,100 243,037

21 市債 2,229,500 8,500 2,238,000

25,760,000 359,820 26,119,820歳　　入　　合　　計

- 1 -

歳入歳出補正予算事項別明細書

款 補正前の額 補　正　額 計

 千円  千円  千円



（歳　　出）

2 総務費 3,176,407 204,556 3,380,963

3 民生費 10,844,469 44,812 10,889,281

4 衛生費 2,475,594 81,578 2,557,172

7 土木費 2,959,502 22,704 2,982,206

8 消防費 1,525,240 1,600 1,526,840

9 教育費 2,441,906 4,570 2,446,476

25,760,000 359,820 26,119,820

款 計

 千円

補正前の額

 千円

補　正　額

 千円

歳　　出　　合　　計
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国県支出金 地　方　債 そ　の　他

177,321 27,235

26,733 3,000 15,079

27,700 53,878

10,000 12,704 0

1,600 0

6,329 △1,500 △100 △159

33,062 8,500 222,225 96,033

補　正　額　の　財　源　内　訳

 千円

- 3 -

特　　　　　　　　定　　　　　　　　財　　　　　　　　源
一　般　財　源

 千円  千円  千円
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419,778 11,418 431,196計

6 14,853 8,373 23,226教育費国庫補助金

2 206,773 3,045 209,818民生費国庫補助金

　２項　国庫補助金 11,418千円

１４款　国庫支出金 35,106千円

3,452,289 23,688 3,475,977計

1 3,449,186 23,688 3,472,874民生費国庫負担金

　１項　国庫負担金 23,688千円

１４款　国庫支出金 35,106千円

214,540 5,457 219,997計

2 183,620 5,457 189,077衛生手数料

　２項　手数料 5,457千円

１３款　使用料及び手数料 5,457千円

542,380 22,243 564,623計

2 389,684 22,243 411,927衛生費負担金

補正前の額 補　正　額 計

 千円  千円

22,243千円

22,243千円

 千円

１２款　分担金及び負担金

　１項　負担金

２　　歳    入

目
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　１２款　分担金及び負担金　１３款　使用料及び手数料　１４款　国庫支出金

助金

社会教育費補 8,3734 03 文化芸術創造拠点形成事業補助金 8,373

助金

生活保護費補 2,3034 01 生活保護適正化事業補助金 2,303

補助金

障害者支援費 7422 01 障害者自立支援事業費等補助金 742

担金

生活保護費負 23,6883 02 生活保護費負担金 23,688

手数料

じんかい処理 5,4572 03 家庭ごみ処理手数料 5,457

清掃費負担金 22,2432 01 ごみ処理負担金 22,243

 千円  千円

節

区　　分 金　　額
説　　　　　　　　　　　　　　明
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計 226,252 179,435 405,687

2 141,974 179,435 321,409指定寄附金

１７款　寄附金 179,435千円

　１項　寄附金 179,435千円

計 29,406 8,490 37,896

2 6,188 8,490 14,678利子及び配当金

　１項　財産運用収入 8,490千円

１６款　財産収入 8,490千円

116,351 441 116,792計

4 0 441 441教育費委託金

　３項　委託金 441千円

１５款　県支出金 △2,044千円

722,821 △2,485 720,336計

8 269,771 △2,485 267,286教育費県補助金

 千円  千円

△2,044千円

△2,485千円

 千円

１５款　県支出金

　２項　県補助金

目 補正前の額 補　正　額 計
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　１５款　県支出金　１６款　財産収入　１７款　寄附金

附金 03 遺贈寄附金 179,035

総務費指定寄 179,4351 02 企業版ふるさと納税寄附金 400

02 公共公益施設整備基金利子 1,349

利子収入 8,4901 01 財政調整基金利子 7,141

託金

教育総務費委 4411 01 かながわ学びづくり推進事業委託金 441

助金

社会教育費補 5004 02 地域づくり活動促進事業費補助金 500

金

中学校費補助 6463 01 公立学校情報機器整備事業費補助金 646

金

小学校費補助 △3,6312 02 公立学校情報機器整備事業費補助金 △3,631

金　　額
説　　　　　　　　　　　　　　明

 千円  千円

節

区　　分
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2,229,500 8,500 2,238,000計

6 427,100 △1,500 425,600教育債

4 1,151,100 10,000 1,161,100土木債

　１項　市債 8,500千円

２１款　市債 8,500千円

210,933 7,100 218,033計

4 210,831 7,100 217,931雑入

　４項　雑入 7,100千円

２０款　諸収入 7,100千円

300,000 96,033 396,033計

1 300,000 96,033 396,033繰越金

　１項　繰越金 96,033千円

１９款　繰越金 96,033千円

1,769,935 △500 1,769,435計

4 168,102 △500 167,602ふるさと基金繰入金

 千円  千円

△500千円

△500千円

 千円

１８款　繰入金

　２項　基金繰入金

目 補正前の額 補　正　額 計
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　１８款　繰入金　１９款　繰越金　２０款　諸収入　２１款　市債

中学校債 4002 01 学校教育施設整備事業債 400

小学校債 △1,9001 01 学校教育施設整備事業債 △1,900

債

道路橋りょう 10,0003 01 道路整備事業債 10,000

消防費雑入 1,6006 03 コミュニティ助成事業助成金 1,600

民生費雑入 3,0003 11 人生１００年時代づくり・地方創生ソフト事業費交付金 3,000

総務費雑入 2,5002 11 コミュニティ助成事業助成金 2,500

繰越金 96,0331 01 繰越金 96,033

繰入金

ふるさと基金 △5001 01 ふるさと基金繰入金 △500

金　　額
説　　　　　　　　　　　　　　明

 千円  千円

節

区　　分
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3,000

務費 諸収入

1,038,4193,0501 社会福祉総 1,035,369 503,000

　１項　社会福祉費

　３款　民生費 44,812千円

10,924千円

0 177,3210204,5562,531,755計 2,736,311 27,235

2,500

諸収入

55,0562,50014 地域活動費 52,556 2,500

166,331

寄附金

8,490

財産収入

357,823202,0565 財政管理費 155,767 27,235174,821

 千円  千円  千円 千円  千円 千円  千円

204,556千円

204,556千円

目 補正前の額 補正額

地方債

計

３　　歳    出

補　正　額　の　財　源　内　訳

一般財源
その他国県支出金

特　　　　定　　　　財　　　　源

　２款　総務費

　１項　総務管理費
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　　２款　総務費　　３款　民生費

18 300備品購入費

300　　備品購入費借料

14 572使用料及び賃 572　　使用料及び賃借料

1,320　　委託料
13 1,320委託料

28　　需用費

11 28需用費 410　　旅費

420　　報償費

　09 権利擁護支援事業 3,050
9 410旅費

8 420報償費 002 地域福祉推進費 3,050

2,500　　負担金補助及び交付金

び交付金 　06 コミュニティ活動推進事業 2,500

19 2,500負担金補助及 001 市民活動費 2,500

27,235　　償還金利子及び割引料

　01 財政管理事務費 27,235

002 財政管理事務費 27,235

166,331　　積立金

　04 ふるさと基金積立金 166,331

1,349　　積立金

　02 公共公益施設整備基金積立金 1,349
25 174,821積立金

7,141　　積立金

び割引料 　01 財政調整基金積立金 7,141

23 27,235償還金利子及 001 基金積立金 174,821

千円

説　　　　　　　　　　　　明
金　　額

 千円

区　　分

節
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20,813

負担金

分担金及び

26,270

81,578千円

81,578千円

213,43650,8731 清掃総務費 162,563 24,603

　２項　清掃費

　４款　衛生費

33,8881,135,368計 1,169,256 7,89725,991 00

23,688

国庫支出金

2 扶助費 1,072,034 7,89723,6881,103,61931,585

2,303

務費 国庫支出金

65,6372,3031 生活保護総 63,334 2,303

　３項　生活保護費

　３款　民生費 44,812千円

33,888千円

742 3,000010,9244,833,258計 4,844,182 7,182

費

2,071,6581,7693 高齢者福祉 2,069,889 1,769

742

費 国庫支出金

5,3637421,650,2576,1052 障害者支援 1,644,152

 千円  千円 千円  千円

補正額

地方債

計

 千円 千円  千円

　３款　民生費

　１項　社会福祉費 10,924千円

44,812千円

目 補正前の額

補　正　額　の　財　源　内　訳

一般財源
その他国県支出金

特　　　　定　　　　財　　　　源
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　　３款　民生費　　４款　衛生費

13 24,752委託料 4,483　　役務費

52　　需用費
12 4,483役務費

　05 家庭系ごみ排出抑制推進事業 48,538

48,53811 1,834需用費 002 廃棄物減量等推進費

31,585　　扶助費

　01 生活保護費支給事業 31,585

001 生活保護費支給費 31,58520 31,585扶助費

114　　役務費

12 114役務費 63　　需用費

2,126　　職員手当等

　01 生活保護事務費 2,303
11 63需用費

3 2,126職員手当等 002 生活保護事務費 2,303

1,769　　繰出金

　01 介護保険事業特別会計繰出金 1,769

28 1,769繰出金 007 介護保険事業特別会計繰出金 1,769

6,105　　委託料

　01 障がい者支援事務費 6,105

008 障がい者支援事務費 6,10513 6,105委託料

千円 千円

区　　分
説　　　　　　　　　　　　明

金　　額

節
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0 12,70410,00022,704453,837計 476,541 0

12,70410,000

市債良費 寄附金

168,42522,7043 道路新設改 145,721 12,70410,000

　３項　道路橋りょう費

　７款　土木費 22,704千円

22,704千円

0 27,700081,5781,658,871計 1,740,449 53,878

1,430

負担金

理費 分担金及び

1,525,42130,7052 じんかい処 1,494,716 29,2751,430

5,457

手数料

使用料及び

 千円  千円  千円 千円  千円 千円  千円

81,578千円

81,578千円

目 補正前の額 補正額

地方債

計

補　正　額　の　財　源　内　訳

一般財源
その他国県支出金

特　　　　定　　　　財　　　　源

　４款　衛生費

　２項　清掃費
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　　４款　衛生費　　７款　土木費

22,704　　委託料

　01 道路改良事業 22,704

13 22,704委託料 002 道路改良費 22,704

1,430　　委託料

　02 焼却施設維持管理事業 1,430

003 処理費 1,430

149　　公課費

94　　役務費

6,581　　需用費
27 149公課費

　02 収集車両維持管理事業 6,824

13 23,001委託料 21,571　　委託料

880　　需用費

　01 じんかい収集事業 22,451
12 94役務費

11 7,461需用費 002 収集費 29,275

553　　委託料

1,782　　需用費

　01 広報事業 2,335
び交付金

003 清掃総務管理費 2,335

19,778　　負担金補助及び交付金
19 19,778負担金補助及

26　　使用料及び賃借料借料

14 26使用料及び賃 24,199　　委託料

千円

説　　　　　　　　　　　　明
金　　額

 千円

区　　分

節
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646 400

市債県支出金

132,3739853 教育振興費 131,388 △61646 400

　３項　中学校費

　９款　教育費 4,570千円

985千円

△3,631 0△1,900△5,6291,042,469計 1,036,840 △98

△3,631 △1,900

市債県支出金

281,759△5,6293 教育振興費 287,388 △98△3,631 △1,900

　２項　小学校費

　９款　教育費 4,570千円

△5,629千円

441 00441468,245計 468,686 0

441

県支出金

184,4464413 教育指導費 184,005 441

　１項　教育総務費

　９款　教育費 4,570千円

441千円

0 1,60001,6001,525,240計 1,526,840 0

1,600

諸収入

190,1761,6004 災害対策費 188,576 1,600

 千円  千円  千円 千円  千円 千円  千円

1,600千円

1,600千円

目 補正前の額 補正額

地方債

計

補　正　額　の　財　源　内　訳

一般財源
その他国県支出金

特　　　　定　　　　財　　　　源

　８款　消防費

　１項　消防費
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　　８款　消防費　　９款　教育費

985　　需用費

　02 教育用コンピュータ維持管理事業 985

11 985需用費 002 教育振興費 985

△5,629　　需用費

　02 教育用コンピュータ維持管理事業 △5,629

11 △5,629需用費 002 教育振興費 △5,629

70　　需用費

11 70需用費 11　　旅費

360　　報償費

　02 学校教育調査・研究事業 441
9 11旅費

8 360報償費 002 教育指導費 441

1,600　　負担金補助及び交付金

び交付金 　04 自主防災組織育成事業 1,600

19 1,600負担金補助及 001 災害対策費 1,600

千円

説　　　　　　　　　　　　明
金　　額

 千円

区　　分

節
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8,873 △10008,773303,862計 312,635 0

500 △500

県支出金 繰入金

8,373 400

務費 国庫支出金 寄附金

121,5448,7731 社会教育総 112,771 8,873 △100

　４項　社会教育費

　９款　教育費 4,570千円

8,773千円

△61646 0400985505,870計 506,855

 千円  千円 千円  千円

補正額

地方債

計

 千円 千円  千円

　９款　教育費

　３項　中学校費 985千円

4,570千円

目 補正前の額

補　正　額　の　財　源　内　訳

一般財源
その他国県支出金

特　　　　定　　　　財　　　　源
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　　９款　教育費

8,773　　負担金補助及び交付金

び交付金 　03 文化活動振興事業 8,773

19 8,773負担金補助及 003 社会教育推進費 8,773

千円 千円

区　　分
説　　　　　　　　　　　　明

金　　額

節



＊職員数欄の（　　）内の数字は、短時間勤務職員の人数（外数）

（単位　千円）

＊職員数欄の（　　）内の数字は、短時間勤務職員の人数（外数）

（単位　千円）

給　　与　　費　　明　　細　　書
２　一　般　職

（１）総　　　括

区　　分 職　員　数
　　　　　　（人）

給　　　　与　　　　費

共 済 費
　　　　　（千円）

合　　計
　　　　　（千円）

備　　考報　　　酬
　　　　　（千円）

給　　　料
　　　　（千円）

職 員 手 当
　　　　　（千円）

計
　　　　 （千円）

補 正 後
457

766,975 1,865,737 2,066,371 4,699,083 754,324 5,453,407
(570)

補 正 前
457

766,975 1,865,737 2,064,245 4,696,957 754,324 5,451,281
(570)

比    　較
0

0 0 2,126 2,126 0 2,126
(0)

職員手当

の 内 訳

区　　分 扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

補 正 後 46,744 236,973 39,984 49,195 7,276

236,973 39,984 49,195 7,276

特殊勤務手当 管理職手当

62,160

62,160

比    較 0 0 0 0 0 0

補 正 前 46,744

1,086,788 306,985

区　　分
管理職員

特別勤務手当
時間外勤務手当 夜間勤務手当 休日勤務手当 期末勤勉手当

155,254 9,631 61,151 1,086,788

退職手当

補 正 後 2,104 157,380 9,631 61,151

306,985

比    較 0 2,126 0 0 0 0

補 正 前 2,104

　　ア　会計年度任用職員以外の職員

区　　分 職　員　数
　　　　　（人）

給　　　　与　　　　費

共 済 費
　　　　（千円）

合　　計
　　　　　（千円）

備　　考給　　　料
　　　　（千円）

職 員 手 当
　　　　　（千円）

計
　　　　 （千円）

補 正 後
457

1,865,737 1,848,049 3,713,786 705,532 4,419,318
(26)

補 正 前
457

1,865,737 1,845,923 3,711,660 705,532 4,417,192
(26)

比    　較
0

0 2,126 2,126 0 2,126
(0)

職員手当

の 内 訳

区　　分 扶養手当 地域手当 住居手当

補 正 前 46,744 236,973 39,984

通勤手当 特殊勤務手当 管理職手当

補 正 後 46,744 236,973 39,984 49,195 7,276 62,160

49,195 7,276 62,160

比    較 0 0 0 0 0 0

868,466 306,985

区　　分
管理職員

特別勤務手当
時間外勤務手当 夜間勤務手当 休日勤務手当 期末勤勉手当

155,254 9,631 61,151 868,466

退職手当

補 正 後 2,104 157,380 9,631 61,151

306,985

比    較 0 2,126 0 0 0 0

補 正 前 2,104
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＊職員数欄の（　　）内の数字は、短時間勤務職員の人数（外数）

（単位　千円）

　　（２）給料及び職員手当の増減額の明細

　　イ　会計年度任用職員

区　　分 職　員　数
　　　　　　（人）

給　　　　与　　　　費

共 済 費
　　　　　（千円）

合　　計
　　　　　（千円）

備　　考報　　　酬
　　　　　（千円）

給　　　料
　　　　（千円）

職 員 手 当
　　　　　（千円）

計
　　　　 （千円）

補 正 後
0

766,975 0 218,322 985,297 48,792 1,034,089
(544)

補 正 前
0

766,975 0 218,322 985,297 48,792 1,034,089
(544)

比    　較
0

0 0 0 0 0 0
(0)

職員手当

の 内 訳

区　　分 扶養手当 地域手当 住居手当 管理職手当

補 正 後 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

通勤手当 特殊勤務手当

0

比    較 0 0 0 0 0 0

補 正 前 0

218,322 0

区　　分
管理職員

特別勤務手当
時間外勤務手当 夜間勤務手当 休日勤務手当 期末勤勉手当

0 0 0 218,322

退職手当

補 正 後 0 0 0 0

0

比    較 0 0 0 0 0 0

補 正 前 0

区 分 増  減  額
　　　　 （千円）

増 減 事 由 別 内 訳
　　　  　　　　　　     　（千円）

説    明 備　　　　　　　　　　　　　　　　　考

職
　
員
　
手
　
当

2,126 その他の 2,126 生活保護事務費 増減額（千円） 増減額（千円）

増減分 扶 養 手 当
管 理 職 員
特 別 勤 務 手 当

地 域 手 当 時 間 外 勤 務 手 当 2,126

住 居 手 当 夜 間 勤 務 手 当

通 勤 手 当 休 日 勤 務 手 当

特 殊 勤 務 手 当 期 末 勤 勉 手 当

管 理 職 手 当 退 職 手 当
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全　　　体　　　計　　　画

左　の　財　源　内　訳

特　定　財　源

国 県
支 出 金

地 方 債 そ の 他

8 1
8 9,482   -       -       -       9,482   

消 防 費 消 防 費
災 害 対 策
事 業

9 11,429  2,546   -       -       8,883   

計 20,911  2,546   -       -       18,365  

年

度
年 割 額

一般財源

款 項 事業名

継 続 費 に つ い て の 前 々 年 度 末 ま で の 支 出 額 、
見 込 み 及 び 当 該 年 度 以 降 の 支 出 予 定 額
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（単位　千円）

-           -           9,482       9,482 -           45.3      

-           -           -           -           11,429      54.7      

-           -           9,482       9,482       11,429      100       

当 該 年 度 末
ま で の 支 出
予 定 額

翌 年 度 以 降
支 出 予 定 額

継 続 費 の 総
額 に 対 す る
進 捗 率 (%)

前 々 年 度 末
ま で の
支 出 額

前 年 度 末
ま で の 支 出
（ 見 込 ） 額

当 該 年 度
支 出 予 定 額

前 年 度 末 ま で の 支 出 額 又 は 支 出 額 の
並 び に 事 業 の 進 行 状 況 等 に 関 す る 調 書
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（単位　千円）

当該年度中増減見込み

当 該 年 度 中
起 債 見 込 額

当該年度中元
金償還見込額

１

(1) 総 務 463,555 445,242 41,000 81,343 404,899

(2) 民 生 565,733 533,374 8,700 31,952 510,122

(3) 衛 生 167,054 153,393 18,500 30,052 141,841

(4) 清 掃 890,481 1,165,461 253,100 78,241 1,340,320

(5) 農 林 水 産 38,841 35,814 3,027 32,787

(6) 商 工 1,600 1,400 200 1,200

(7) 土 木 2,758,159 3,092,512 1,255,100 321,475 4,026,137

(8) 公 営 住 宅 548,943 491,363 60,687 430,676

(9) 消 防 558,695 806,180 346,700 85,437 1,067,443

(10)教 育 910,242 1,036,722 430,500 157,126 1,310,096

２

(1) 清 掃 18,200 18,200 18,200

(2) 土 木 49,075 41,163 7,913 33,250

３

(1) 減 税 補 て ん 債 26,978 8,261 8,261

(2) 臨時財政対策債 8,274,129 7,482,311 767,238 6,715,073

(3) 退 職 手 当 債

(4) 減 収 補 て ん 債 26,184 21,820 4,364 17,456

15,297,869 15,333,216 2,353,600 1,637,316 16,049,500

前 年 度 末
現在高見込額

当該年度末現
在 高 見 込 額

計

そ の 他

普 通 債

前 々 年 度末
現 在 高

区　　　分

災 害 復 旧 債

地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及
び当該年度末における現在高の見込みに関する調書
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議 案 等 資 料 

 
（補正予算資料） 



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 10・11 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 2 1 5 1 1

事業名

補正額 千円

　歳入 6・7 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 16 1 2 1 1

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

（歳出）
　財政調整基金積立金　７，１４１千円
（歳入）
　財政調整基金利子　７，１４１千円
　【内訳】
　　・東京都公募公債第８回 （３年）５，３９６千円
　　　 （保有額 ４００,０００千円、利率１.４６２％）
　　・第235回大阪府公募公債 （５年）１，７４５千円
　　　 （保有額 １００,０００千円、利率１.７４５％）

予算説明書

財政調整基金積立金

7,141

予算説明書

財政調整基金利子

7,141

定例会

一般

補正予算　　第

財政課

令和８年３月に購入した債券にかかる財政調整基金運用利子を予算化
し、財政調整基金積立金への積立金も併せて増額するもの。



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 10・11 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 2 1 5 1 2

事業名

補正額 千円

　歳入 6・7 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 16 1 2 1 2

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

（歳出）
　公共公益施設整備基金積立金　１，３４９千円
（歳入）
　公共公益施設整備基金利子　１，３４９千円
　【内訳】
　　・東京都公募公債第８回 （３年）１，３４９千円
　　　 （保有額 １００,０００千円、利率１.４６２％）

予算説明書

公共公益施設整備基金積立金

1,349

予算説明書

公共公益施設整備基金利子

1,349

定例会

一般

補正予算　　第

財政課

令和８年３月に購入した債券にかかる公共公益施設整備基金運用利子を予算化
し、公共公益施設整備基金積立金への積立金も併せて増額するもの。



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 10・11 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 2 1 5 1 4

事業名

補正額 千円

　歳入 6・7 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 17 1 2 1 3

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

【歳入】遺贈寄附金
遺贈寄附金受領日　令和８年５月19日
遺贈寄附金　１億7,903万4,233円

【歳出】
道路改良事業（都市整備課）1,270万4,000円
ふるさと基金寄附金（財政課）１億6,633万233円

予算説明書

ふるさと基金積立金

166,331

予算説明書

遺贈寄付金

166,331

定例会

一般

補正予算　　第

財政課

指定寄附金である遺贈寄附金を、逗子市ふるさと基金へ積み立てるため
増額するもの。



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 10・11 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 2 1 5 2 1

事業名

補正額 千円

　歳入 ページ

款 項 目 節 細節
科　目

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

【内訳】
令和６年度物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の額確定に伴う返
還7,370,101円
令和７年度物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（低所得世帯支援
枠及び不足額給付分の給付金・定額減税一体支援枠）の額確定に伴う返
還 19,864,749円

予算説明書

財政管理事務費

27,235

予算説明書

定例会

一般

補正予算　　第

財政課

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の額確定に伴い返還額が生じ
たため補正するもの。



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 10・11 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 2 1 14 1 6

事業名

補正額 千円

　歳入 8・9 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 20 4 4 2 11

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

小坪地区の東谷戸会所有の山車が老朽化が激しいため、新たに手摺等を
設置した山車を作成し、安全性を確保する目的から助成するもの。
　
　歳出
　　負担金補助及び交付金　2,500千円
　　【対象】　東谷戸会

　歳入
　　コミュニティ助成事業助成金　2,500千円
　

予算説明書

コミュニティ活動推進事業

2,500

予算説明書

コミュニティ助成事業助成金

2,500

定例会

一般

補正予算　　第

市民協働課

一般財団法人自治総合センターが実施する助成金の採択を受け、自治
会、町内会等（１団体）に係るコミュニティ活動の整備に必要な費用を
補助するもの。



議案第39号資料





 

 

 

第２号様式（第４条関係） 

 

収 支 予 算 書 

 

収入の部（単位 円） 

区 分 予 算 額 摘     要 

補助金 2,500,000円 一般コミュニティ助成 

自己資金 252,178円 コミュニティ組織負担分 

   

合 計 2,752,178円  

 

 

支出の部（単位 円） 

 

 

区 分 予 算 額 摘    要 

山車新規製作費 2,750,000円 業者見積書 

宝くじマークプ

レート 

2,178 円 アクリル板ダイレクトプリント 1,188円 

(5mmx150mmx150mm) 

https://www.accea.co.jp/large_uvdp/acrylic.html 

送料 990 円 

https://www.accea.co.jp/usersguide/deli.html 

   

   

   

合 計 2,752,178円  



1 / 1

件名： 東谷戸会　台車付き山車新調

御見積金額 2,750,000 円

品目 単価 数量 単位 価格
1、材料費

上小役物芯去檜、欅、ヒバ材 1,245,000 1 式 1,245,000

金物、雑工事、養生材料 67,000 1 式 67,000

加工、組み立て（台車、山車） 700,000 1 式 700,000

彫刻費　虹梁、懸魚、鬼板 190,000 1 式 190,000

重量鋳物製キャスター250径自在 83,000 2 個 166,000

重量鋳物製キャスター250径固定 66,000 2 個 132,000

小計 2,500,000 円

消費税 250,000 円

合計 2,750,000 円

内訳 10%対象 2,500,000 円
消費税 250,000 円

備考

責任者・担当者　桜工舎　代表　小川洋平 
連絡先　080-8127-4057

見積書

東谷戸会 御中

大変お世話になっております。 
下記の通りお見積り申し上げます。 
御検討の程、よろしくお願いします。

見積書番号：174
発行日： 2024/09/07

桜工舎　小川洋平

〒249-0008 
神奈川県逗子市小坪7−3−7 
TEL: 0467-95-4010 
FAX: 0467-95-4010 



宝くじマークプレート見積り

基本料金 550円
アクリル板+プリント+カット 638円
送料 990円

計                                               2,178円



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 10・11 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 3 1 1 2 9

事業名

補正額 千円

　歳入 8・9 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 20 4 4 3 11

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

歳出
権利擁護支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　 3,050千円
・学識経験者及び専門職等検討部会参加謝礼　　　　　  420千円
・先進事例等視察旅費（費用弁償含）　　　　　　　　  410千円
・検討部会運営支援等業務委託　　　　　　　　　　  1,320千円
・権利擁護・成年後見ネットワークシステム賃借料　　  572千円
・ネットワークシステム作業用PC購入代　　　　　　　　300千円
・消耗品等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 28千円
歳入(補助率10/10)
人生100年時代づくり・地方創生ソフト事業費交付金　3,000千円

予算説明書

権利擁護支援事業

3,050

予算説明書

人生100年時代づくり・地方創生ソフト事業費交付金

3,000

定例会

一般

補正予算　　第

社会福祉課

一人暮らし高齢者等、権利擁護・意思決定に係る支援等が必要な市民に
対する支援体制の構築に向けた検討部会の開催に要する経費等に資する
ため。



権利擁護支援事業（補正）

事業名称 逗子市一人暮らし高齢者のための重層的支援体制モデル策定プロジェクト

目 的
逗子市において一人暮らし高齢者の尊厳とQOLを確保するため、公的支援と地域コミュニティ
を組み合わせた重層的な支援モデル導入に向けた検討を行う

実施内容

⑴実態調査とニーズ把握
・国の動向や先進事例の文献調査等に加え、関係機関・現場へのヒアリングを通じて、課題や
ニーズ等の把握を行う。
⑵専門部会による制度設計
・調査結果に基づき、学識経験者や専門職を交えた検討部会において支援モデルの検討を行う。

対 象 特に一人暮らし高齢者等、権利擁護・意思決定支援への支援が必要な者

実 施 権利擁護センター（社会福祉課地域共生係内）及び社会福祉協議会

歳 出

・学識経験者及び専門職等検討部会参加謝礼 420千円
・先進事例等視察旅費 410千円
・検討部会運営支援等業務委託 1,320千円
・権利擁護-成年後見ネットワークシステム賃借料 572千円
・ネットワークシステム作業用PC購入代 300千円
・消耗品等 28千円 計3,050千円

歳 入
・公益財団法人 地域社会振興財団
人生100年時代づくり・地方創生ソフト事業費交付金 3,000千円

1

01.03.01.01.002.09
権利擁護支援事業（社会福祉課）

議案第39号資料



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 12・13 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 3 1 2 8 1

事業名

補正額 千円

　歳入 4・5 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 14 2 2 2 1

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

歳出
①障害福祉サービス等報酬改定に伴う障がい福祉システム改修業務委託
料
　　　　　　　　　　　　　1,485千円　（補助率　国1/2）
②障がい福祉システム改修業務委託料（税制改正対応）
　　　　　　　　　　　　　 4,620千円

歳入
①障害者総合支援事業費補助金（障害者自立支援給付審査支払等シス
  テム事業）国庫補助金　　　 742千円
②なし

予算説明書

障がい者支援事務費

6,105

予算説明書

障害者自立支援事業費等補助金

742

定例会

一般

補正予算　　第

障がい福祉課

①障害福祉サービス等報酬改定に伴いシステム改修が必要なため。
②税制改正（特定親族特別控除の創設）に対応するため、障がい福祉シ
ステム改修が必要なため。



１（１）処遇改善加算の拡充①

加算Ⅱイ

②上乗せ

加算Ⅲ
加算Ⅳ

加算Ⅰロ
（新設） 加算Ⅱロ

（新設）
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
要
件
Ⅴ

令和８年度特例要件
を満たし加算Ⅰロ・Ⅱロへ

令和８年度特例要件を満たし加算Ⅱロへ
※キャリアパス要件Ⅰ～Ⅳ及び職場環境等
要件の令和８年度中の対応の誓約でも可。
実績報告書において対応の実施を確認。

要件（※）を
満たし加算Ⅱイへ

※キャリアパス要件Ⅳ・職
場環境等要件の更なる取組

加算Ⅰイ

②上乗せ

取得なしキャリアパス要
件等の要件

OR

OR

現行の処遇改善加算の対象サービス

新たに処遇改善加算の対象となるサービス
（計画相談支援、障害児相談支援、地域相談支援）

③処遇改善加算を新設

取得なし

令和８年度特例要件

処遇改善加算Ⅳの取得に準ずる要件
（キャリアパス要件Ⅰ・Ⅱ及び職場環境等要件）

※令和８年度中の対応の誓約でも可。実績
報告書において対応の実施を確認。

OR
加

算

率

①引上げ分

①引上げ分

①引上げ分

①引上げ分
加

算

率

○ 福祉・介護職員のみならず、障害福祉従事者を対象に、幅広く月1.0万円（3.3％）の賃上げを実現する措置を実施するととも
に、生産性向上や協働化に取り組む事業者の福祉・介護職員を対象に、月0.3万円（1.0％）の上乗せ措置を実施する。 
※ 合計で、福祉・介護職員について最大月1.9万円（6.3％）の賃上げ（定期昇給0.6万円込み）が実現する措置

○ 具体的には以下の措置を講じる（併せて申請事務負担等を考慮した配慮措置を講じる）。【告示改正・令和８年６月施行 】
① 今回から、処遇改善加算の対象について、福祉・介護職員のみから障害福祉従事者に拡大する（加算率の引上げ）
② 生産性向上や協働化に取り組む事業者に対する上乗せの加算区分を設ける（加算Ⅰ・Ⅱの加算率の上乗せ）
③ 処遇改善加算の対象外だった計画相談支援、障害児相談支援及び地域相談支援に処遇改善加算を新設する
④ ベースアップなどによる更なる賃上げや生産性向上等の取組を後押しするために必要な措置を講ずる。

注）令和８年度特例要件
：ア・イのいずれか及びウを満たすこと

 ア）職場環境等要件の生産性向上に関する取組を５以上
（⑱㉑必須）

 イ）社会福祉連携推進法人に所属していること
 ウ）加算Ⅱロ相当の加算額の１／２以上を月給賃金で配分
（※）ア・ウの要件は令和８年度中の対応の誓約で可。

実績報告書において対応の実施を確認。

概要

2

議案第39号資料



単位数

※ 福祉・介護職員等処遇改善加算を除く加減算後の総報酬単位数に上記の加算率を乗じる。
加算率は、サービス毎の常勤換算職員数に基づき設定。

１（１）処遇改善加算の拡充②

サービス区分
福祉・介護職員等処遇改善加算

Ⅰ Ⅱ
Ⅲ Ⅳ

Ⅰイ Ⅰロ Ⅱイ Ⅱロ

居宅介護 44.6% 45.6% 43.1% 44.1% 37.6% 30.2%

重度訪問介護 37.2% 38.2% 35.7% 36.7% 30.2% 24.8%

同行援護 44.6% 45.6% 43.1% 44.1% 37.6% 30.2%

行動援護 41.1% 42.1% 39.6% 40.6% 34.1% 27.7%

重度障害者等包括支援 25.2% 26.2% 19.1% 16.7%

生活介護 9.3% 9.7% 9.2% 9.6% 7.9% 6.7%

施設入所支援 18.6% 19.3% 16.5% 14.2%

短期入所 18.6% 19.3% 16.5% 14.2%

療養介護 16.4% 17.1% 16.2% 16.9% 14.3% 12.6%

自立訓練（機能訓練） 16.4% 17.1% 16.0% 16.7% 12.4% 10.6%

自立訓練（生活訓練） 16.4% 17.1% 16.0% 16.7% 12.4% 10.6%

就労選択支援 11.5% 11.9% 11.3% 11.7% 9.8% 8.1%

就労移行支援 11.5% 11.9% 11.3% 11.7% 9.8% 8.1%

就労継続支援Ａ型 10.8% 11.2% 10.6% 11.0% 9.1% 7.5%

就労継続支援Ｂ型 10.5% 10.9% 10.3% 10.7% 8.8% 7.4%

サービス区分
福祉・介護職員等処遇改善加算

Ⅰ Ⅱ
Ⅲ Ⅳ

Ⅰイ Ⅰロ Ⅱイ Ⅱロ

就労定着支援 11.5% 11.9% 9.8% 8.1%

自立生活援助 11.5% 11.9% 11.3% 11.7% 9.8% 8.1%

共同生活援助
（介護サービス包括型 ）

16.3% 16.9% 16.0% 16.6% 14.4% 12.1%

共同生活援助
（日中サービス支援型）

16.3% 16.9% 16.0% 16.6% 14.4% 12.1%

共同生活援助
（外部サービス利用型）

22.7% 23.3% 22.4% 23.0% 20.8% 16.8%

児童発達支援 15.2% 15.8% 14.9% 15.5% 13.9% 11.7%

医療型児童発達支援 19.7% 20.3% 19.4% 20.0% 18.4% 15.0%

放課後等デイサービス 15.5% 16.1% 15.2% 15.8% 14.2% 11.9%

居宅訪問型児童発達支援 15.0% 15.6% 13.9% 11.7%

保育所等訪問支援 15.0% 15.6% 13.9% 11.7%

福祉型障害児入所施設 30.5% 32.0% 30.1% 31.6% 26.2% 23.5%

医療型障害児入所施設 28.5% 30.0% 28.1% 29.6% 24.2% 22.1%

サービス区分 福祉・介護職員等処遇改善加算（新設）

計画相談支援 5.1%

地域相談支援（地域移行支援） 5.1%

地域相談支援（地域定着支援） 5.1%

障害児相談支援 5.1%

3



未取得 加算Ⅳ 加算Ⅲ 加算Ⅱ 加算Ⅰ

・賃金体系等の整備及び研修の実施等（キャリアパス要件Ⅰ・Ⅱ）

・加算Ⅳ相当額の２分の１以上を月額賃金で配分

職場環境の改善
（職場環境等要件） ○（※１） ○（※１） ◎（※２・３） ◎（※２・３）

昇給の仕組み
（キャリアパス要件Ⅲ） ○ ○ ○

改善後賃金年額460万円
（キャリアパス要件Ⅳ） ○（※３） ○（※３）

経験・技能のある介護職員
（キャリアパス要件Ⅴ） ○

加算 I・Ⅱを取得した
事業者の福祉・介護職員分の

加算率を上乗せ

キャリアパス要件Ⅰ～Ⅳ及び職場環境等要件は
令和８年度中の対応の誓約で可

令和８年度特例要件

注）新たに対象となる計画相談支援、地域相談支援、障害児相談支援は、加算Ⅳに準ずる要件（キャリアパス要件Ⅰ・Ⅱ及び職場環境等要件）
又は令和８年度特例要件により算定可能 ※加算Ⅳに準ずる要件は令和８年度中の対応の誓約で可

（※１）a.区分ごとにそれぞれ１つ以上（生産性向上は２つ以上） ＋ b.全体から８以上（＊）
（※２）c.区分ごとにそれぞれ２つ以上（生産性向上は３つ以上・⑱必須） ＋ d.全体から14以上（＊）
（※３）d 又は e.キャリアパス要件Ⅳ （＊）のいずれかを満たしていれば可
（※４）令和８年度特例要件：ア・イのいずれか及びウを満たすこと

ア）職場環境等要件の生産性向上に関する取組を５つ以上（⑱㉑必須）（＊）
イ）社会福祉連携推進法人に所属していること
ウ）加算Ⅱロ相当の加算額の２分の１以上を月給賃金で配分（＊）

（＊）b・d・e・ア・ウの要件は令和８年度中の対応の誓約で可とし、実績報告書により確認することとしたうえで、未対応が確認された場合には加算額
の一部又は全部を返還させることとする。

生産性向上や協働化の取組（※４）

算定要件等

１（１）処遇改善加算の拡充③
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令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 12・13 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 3 3 1 2 1

事業名

補正額 千円

　歳入 4・5 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 14 2 2 4 1

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

歳出
　生活保護事務費　　2,303千円
　・職員手当等　2,126千円
　・需用費　　　　 63千円
　・役務費　      114千円
歳入
　生活保護適正化事業補助金　2,303千円（補助率10/10）

予算説明書

生活保護事務費

2,303

予算説明書

生活保護適正化事業補助金

2,303

定例会

一般

補正予算　　第

社会福祉課

平成25年度から実施された生活扶助基準の引き下げのうち、デフレ調整部分につ
いて、令和7年6月の最高裁判決において判断過程に過誤・欠落があり違法と認定
されたことを受け、国が新たに設定した基準水準と当時のデフレ調整後の支給額
との差額分を、対象世帯に追加支給するための事務費を補正するもの。



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 12・13 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 3 3 2 1 1

事業名

補正額 千円

　歳入 4・5 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 14 1 1 3 2

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

平成25年度から実施された生活扶助基準の引き下げのうち、デフレ調整部分につ
いて、令和7年6月の最高裁判決において判断過程に過誤・欠落があり違法と認定
されたことを受け、国が新たに設定した基準水準と当時のデフレ調整後の支給額
との差額分を、対象世帯に追加支給するために補正するもの。

歳出
　生活保護費支給事業　　　　　　31,585千円
　・追加給付費（現在受給世帯）　16,585千円
　・追加給付費（保護廃止世帯）　15,000千円
歳入
　生活保護費負担金　23,688千円（補助率3/4）

生活保護費支給事業

31,585

予算説明書

生活保護費負担金

23,688

予算説明書

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

定例会

一般

補正予算　　第

社会福祉課



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 12・13 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 4 2 1 2 5

事業名

補正額 千円

　歳入 4・5 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 13 2 2 2 3

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

歳出
　消耗品費（全戸配布チラシ用カラー用紙購入費ほか）　　　                      　52千円
　通信運搬費（市民説明会通知及び掲示チラシ郵送料ほか）　                       130千円
　手数料
　・指定収集袋取扱い手数料　　　　　　　　　　　　　　                       5,104千円
　・生ごみの分別収集・資源化による指定収集袋取扱手数料（燃やすごみ）減額分 　▲751千円
　委託料
　・配布業務委託料（生ごみの分別収集・資源化開始時期のお知らせ）             　190千円
　・一般廃棄物処理手数料収納事務委託料（生ごみ追加分）　　　　　             　644千円
　・指定収集袋取扱事務委託料　　　                                           1,276千円
　・生ごみの分別収集・資源化による指定収集袋取扱事務委託料(燃やすごみ)減額分 ▲188千円
　・生ごみ用指定収集袋作製等業務委託料（３Ｌ袋1,500,000枚、10Ｌ袋850,200枚）22,277千円
　使用料及び賃借料（市民説明会会場使用料）　　　　　                            26千円
　負担金（生ごみ共同処理負担金）　　　　　　　　                            19,778千円

予算説明書

家庭系ごみ排出抑制推進事業

48,538

予算説明書

家庭ごみ処理手数料

5,457

定例会

一般

補正予算　　第

資源循環課

環境負荷の低減及びコストの縮減を目的とし、生ごみの分別収集・資源
化を実施するために、燃やすごみとして収集している生ごみを市が作製
する生ごみ用指定ごみ袋を使用して排出する方法とする。分別の変更を
広く市民に周知するため、各地域で市民説明会を開催する。



■歳出

【令和６年度予算にて作製済の数量】
３リットル袋 2,520,000 枚
10リットル袋 1,800,000 枚

【生ごみ用指定ごみ袋　販売見込数（枚）】
９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合　計 手数料額

３リットル袋 500,000 1,250,000 250,000 250,000 250,000 250,000 250,000 3,000,000 9,000,000
10リットル袋 500,000 750,000 150,000 150,000 150,000 150,000 150,000 2,000,000 20,000,000

計 1,000,000 2,000,000 400,000 400,000 400,000 400,000 400,000 5,000,000 29,000,000
1世帯当たり 3L 2パック 3L 5パック 3L 1.0パック 3L 1.0パック 3L 1.0パック 3L 1.0パック 3L 1.0パック

1世帯当たり 10L 2パック 10L 3パック 10L 0.6パック 10L 0.6パック 10L 0.6パック 10L 0.6パック 10L 0.6パック

店舗在庫 ※R8.4月　24,993世帯→25,000世帯として試算

【生ごみ用指定ごみ袋　作製見込数（枚）】
９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合　計 箱数

３リットル袋 0 0 250,000 250,000 250,000 250,000 500,000 1,500,000 2,500
10リットル袋 0 0 150,000 150,000 150,000 150,000 250,200 850,200 1,417

3L 1.0パック 3L 1.0パック 3L 1.0パック 3L 1.0パック 3L 2.0パック ※年度末在庫約４か月

10L 0.6パック 10L 0.6パック 10L 0.6パック 10L 0.6パック 10L 1パック

※R8.4月　24,993世帯→25,000世帯として試算

■歳入

【生ごみ用指定ごみ袋　見込数（枚）】
９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合　計

３リットル袋 500,000 500,000 150,000 150,000 150,000 150,000 150,000 1,750,000
10リットル袋 250,000 250,000 75,000 75,000 75,000 75,000 75,000 875,000
計 750,000 750,000 225,000 225,000 225,000 225,000 225,000 2,625,000

3L 2パック 3L 2パック 3L 0.6パック 3L 0.6パック 3L 0.6パック 3L 0.6パック 3L 0.6パック

10L 1パック 10L 1パック 10L 0.3パック 10L 0.3パック 10L 0.3パック 10L 0.3パック 10L 0.3パック

店舗在庫 ※R8.4月　24,993世帯→25,000世帯として試算

【家庭ごみ処理手数料　生ごみ分（枚）】
９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合　計

３リットル袋 1,500,000 1,500,000 450,000 450,000 450,000 450,000 450,000 5,250,000
10リットル袋 2,500,000 2,500,000 750,000 750,000 750,000 750,000 750,000 8,750,000
計 4,000,000 4,000,000 1,200,000 1,200,000 1,200,000 1,200,000 1,200,000 14,000,000

【生ごみ分別収集実施による燃やすごみ処理手数料減額（試算）】
91,500,000円(ごみ処理手数料当初予算額)×97％(不燃ごみ分除く)×33％(生ごみ組成率)×70％(分別協力率)÷12×５月分
＝8,542,668円減額

制度導入当初は、生ごみ用指定ごみ袋販売に向けて全店舗に十分な在庫を備える必要があり、さらに分別開始

当初はほぼ全世帯が一斉に購入することが想定されることから、相当量の流通になると考えられる。

生ごみ用指定ごみ袋は１リットル当たり１円であることから、３リットル袋は30円/10枚１パック、10リットル袋は100

円/10枚１パックと安価となるため、まとめ買いにつながる可能性が高い。

制度当初の購入数を１世帯当たり３リットル袋５パック（計150円）、10リットル袋3パック（計300円）と想定し、11月以

降は必要数を買い足す形で試算する。

９月、10月分は、令和７年３月からの生ごみ分別収集・資源化開始のために令和６年度に作製した在庫を使用す

る。

また、生ごみは週２回の収集日に毎回排出することが想定され、３リットル袋に関しては１回の収集日に複数枚使

用して排出する可能性も高い。

３リットル袋と10リットル袋の使用される比率は、実際に制度導入後でないと想定しきれないところがあることから、

どちらに偏っても対応ができるよう販売見込数を試算し、必要に応じて３リットル袋と10リットル袋の作製数量を調

整する（単価契約のため）。

なお、現状の中東情勢に鑑みて、欠品を防ぐために余裕を持った在庫数を確保しておく必要がある。

指定ごみ袋の購入枚数は想定し切れないところがあるため、歳入割れを回避するために、全世帯が当初購入の

家庭内在庫を維持しながら、３リットル袋を0.6パック（月６枚使用）、10リットル袋を0.3パック（月３枚使用）購入する

想定として試算した。

議案第39号資料



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 14・15 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 4 2 1 3 1

事業名

補正額 千円

　歳入 ページ

款 項 目 節 細節
科　目

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

歳出
　印刷製本費
　・「逗子市のごみと資源物の出し方ＣＵＺ」（広報10月号同時配布）2,069千円
　・「逗子市のごみと資源物の出し方ＣＵＺ」(当初予算・転入者用)減額分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲693千円
　・「逗子市のごみと資源物の出し方ＣＵＺ」（英語版）　　　　　　　406千円

　委託料
　・「逗子市のごみと資源物の出し方ＣＵＺ」配布業務委託　　　　　　553千円
　
　
　

予算説明書

広報事業

2,335

予算説明書

定例会

一般

補正予算　　第

資源循環課

環境負荷の低減及びコストの縮減を目的とし、生ごみの分別収集・資源
化を実施するために、新たなごみと資源物の出し方に係る冊子を作成し
て全戸配布を行い、制度の内容について広く周知を図る。外国人の方へ
の周知を図るため英語版の冊子を作成する。



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 14・15 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 4 2 2 2 1

事業名

補正額 千円

　歳入 ページ

款 項 目 節 細節
科　目

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

歳出
　ごみ散乱防止用ネット(約４００箇所)のごみステーションに生ごみ収
集用に設置するコンテナの購入　879,120円

　一般廃棄物収集運搬業務委託（生ごみ　11月～３月）21,571,000円

予算説明書

じんかい収集事業

22,451

予算説明書

定例会

一般

補正予算　　第

環境クリーンセンター

市内で収集した生ごみを、令和８年11月から葉山町の生ごみ処理施設へ
搬入するに当たり、必要な経費を計上するもの。



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 14・15 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 4 2 2 2 2

事業名

補正額 千円

　歳入 ページ

款 項 目 節 細節
科　目

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

歳出
　タイヤ（４台×６本）　　　　　　　　1,016,400円
　スタッドレスタイヤ（４台×６本）　　1,016,400円
　軽油　　　　　　　　　　　　　　　　　795,022円
　パッカー車車検代（４台）　　　　　　　574,167円
　パッカー車自賠責（４台）　　　　　　　 50,680円
　パッカー車重量税（４台）　　　　　　　148,400円
　パッカー車架装部整備代　　　　　　　3,087,381円

予算説明書

収集車両維持管理事業

6,824

予算説明書

定例会

一般

補正予算　　第

環境クリーンセンター

市内で収集した生ごみを、令和８年11月から葉山町の生ごみ処理施設へ
搬入するに当たり、必要な経費を計上するもの。



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 14・15 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 4 2 2 3 2

事業名

補正額 千円

　歳入 4・5 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 12 1 2 2 1

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

歳出
　可燃ごみ、生ごみそれぞれの組成分析を行い、生ごみ共同処理負担金
の算出根拠となる分別状況を分析し測定するもの。２回分。
　可燃ごみ・生ごみ　ごみ質測定分析業務委託　1,430,000円

歳入
　鎌倉市一般廃棄物（可燃ごみ）共同処理負担金　1,430,000円

予算説明書

焼却施設維持管理事業

1,430

予算説明書

ごみ処理負担金

1,430

定例会

一般

補正予算　　第

環境クリーンセンター

市内で収集した生ごみを、令和８年11月から葉山町の生ごみ処理施設へ
搬入するに当たり、必要な経費を計上するもの。



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 14・15 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 7 3 3 2 1

事業名

補正額 千円

　歳入(1) 6・7 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 17 1 2 1 3

細節名

補正額 千円

　歳入(2) 8・9 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 21 1 4 3 1

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 4 ページ

補正の理由

説明
〇　新宿４丁目地内法面安全対策工事実施設計業務委託
　(内容)
　 測量、地質調査及び詳細設計業務(工法比較検討含む)　22,704千円

予算説明書

遺贈寄附金

12,704

道路改良事業

22,704

予算説明書

道路整備事業債

10,000

地方債

補正予算　　第

都市整備課

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

予算説明書

令和２年に２度の斜面地崩落があり、新宿自治会から事態改善へ向けた
対応を要望されている。斜面上部に市道新宿39号が位置しており、当該
斜面は道路構成用地として崩壊防止対策を速やかに施工する必要がある
ため、事業費を補正を行うもの。

定例会

一般



位　　置　　図

明細地図P53

当該箇所

議案第39号資料





がけ崩れ発生後

新宿４丁目　がけ崩れ発生前



 

                  （案） 
                                    

逗子市新宿４丁目地内法面安全対策事業に関する覚書 

 

 

株式会社ミナミリアルティパートナーズ（以下「甲」という。）、神奈川県横須賀土木

事務所（以下「乙」という。）及び逗子市（以下「丙」という。）は、逗子市新宿４丁目

（以下「新宿４丁目」という。）地内法面安全対策事業（以下「本事業」という。）の基

本的事項について、次のとおり覚書（以下「本覚書」という。）を締結する。 

 

（目的） 

第１条 本覚書は、丙からの要望を踏まえ、甲、乙及び丙が新宿４丁目地内の法面（以

下「当該法面」という。）に関係する地域の安全対策を施すべく相互に協力し、本事

業を円滑に推進することを目的とする。 

２ 乙は、前項の丙からの要望、甲から平成 25年５月 31日付けで乙に提出された急傾

斜地崩壊防止工事施行届出書の工事が完了に至っていないこと、本事業の実施にあた

り甲と丙の間の連絡調整にあたっていたこと等の経緯に鑑み、本覚書に参加するもの

とする。 

（本事業の内容） 

第２条 本事業の内容は、当該法面の安全対策工事及び必要に応じた付帯工事とし、本

事業の範囲は、別紙「事業範囲図」のとおりとする。また、詳細については、甲及び

丙、各々が実施する設計業務の成果を経て、甲、乙及び丙と共有した後進めていくも

のとする。 

 

（工事の施行） 

第３条 本事業に係る工事は甲及び丙が自己の責任及び費用において施行するものと

する。実施の区分は次の各号を基本とし、詳細については、必要に応じ別途書面にて

共有するものとする。 

（１）甲施行 新宿４丁目 1907-1、1907-2 の土地を取得する。 

        丙が施行する市道新宿 15 号及び 39 号の防災工事のため、新宿４丁目

1907-1 及び 1907-2 の土地の全部、並びに新宿４丁目 1908-1 及び

1908-15の土地の一部について、所有権以外の権利が設定されており、

又は存するときは、当該権利を消滅させ、かつ抹消登記を完了させた

うえで、丙に無償で贈与する。 

上記の土地以外の新宿４丁目の甲が所有する土地の一部について、土

砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律（以

下「土砂災害防止法」という。）による土砂災害特別警戒区域の指定解



 

除ができる安全対策工事を施す。 

なお、当該地は風致地区であるため地質等の法面の状態を考慮した 

上で可能な限り緑化に努め、景観に配慮する。 

（２）丙施行  市道新宿 15 号、39号の安全対策を施すために、前号により甲から丙

に贈与された土地の土砂災害防止法による土砂災害特別警戒区域の

指定解除ができる安全対策工事を施す。 

なお、当該地は風致地区であるため地質等の法面の状態を考慮した 

上で可能な限り緑化に努め、景観に配慮する。 

２ 前項の施行については、本事業の目的に支障の無いよう、甲及び丙各々が計画し定

めた時期に実施するものとする。 

３ 第１項第１号の土地の贈与に伴う所有権移転登記の手続は、丙が所轄法務局に嘱託

して行うものとし、当該登記を完了させるものとする。 

４ 甲は、丙が前項に規定する登記を行うために必要な関係書類その他丙が必要と認め

て提出を求めた書類を遅滞なく丙に提出しなければならない。 

５ 乙は、本事業に係る工事について、甲又は丙の求めに応じて、急傾斜地崩壊防止工

事の技術的基準及び土砂災害特別警戒区域の指定解除にかかる基準に従って（技術

的）助言を行う。 

６ 乙は、本事業が円滑に行われるよう、甲又は丙の求めに応じて、乙の可能な範囲で、

甲乙間の協議の場を設けることができるよう、協力する。 

７ 本条第５項及び第６項の規定は、乙が行う許認可等の事務において甲及び丙に特別

な取扱いを約するものではない。 

 

（費用負担） 

第４条 本事業に要する費用の負担区分は、以下の各号を基本とする。 

（１） 甲負担 第３条第１項第１号に要する費用（土地の無償譲渡に関し、抵当権 

 抹消手続きや登記費用等の事務費用を含む。ただし、丙が所轄法務局に嘱 

託して行う贈与に伴う所有権移転登記に関するものを除く。） 

（２） 丙負担 第３条第１項第２号に要する費用及び前号ただし書きに関して要す

る費用 

 

（本事業の手順） 

第５条 本事業を適切に実施するため、以下の手順により進めていくものとする。 

 ・甲は、第３条第１項第１号に定める甲が丙に無償で贈与する土地以外の新宿４丁目

の甲が所有する土地の一部について、土砂災害特別警戒区域の指定解除ができる安

全対策工事を着手する。 

 ・甲は、新宿４丁目 1908-1 及び 1908－15 を測量し、甲及び丙の所有区分を明確にし



 

て分筆の登記等を実施する。 

 ・甲は、新宿４丁目 1907-1、1907-2 の土地をあらかじめ取得し、上記、分筆・登記

で整理された新宿 4 丁目 1908-1 及び 1908-15 の一部の法面をあわせて丙に無償で

贈与する。 

 ・丙は、無償で贈与された土地について、市道新宿 15 号及び 39 号の道路災害防除を

目的とする工事の設計業務に着手する。 

・丙は、設計業務の成果に基づき、土砂災害特別警戒区域の指定解除ができる安全対

策工事を着手する。 

 

（維持管理） 

第６条 本事業で整備された土地に関しては、土地所有者が適切に維持管理することと

する。 

 

（安全性の確認） 

第７条 甲及び丙は、本事業における法面の安全対策工事について、着手前に関係法令

に基づき必要な手続きを行うものとする。 

 

（関係機関との協議） 

第８条 甲及び丙は、本事業の推進及び施行にあたり、必要な関係機関との調整、協議

等について、相互に協力するものとする。 

また、将来的に土地利用する計画（開発事業等）がある場合は、本事業を進める際に

明らかにし、適切に関係者と共有する。 

 

（第三者の苦情等） 

第９条 第３条第 1 項各号に規定する工事の施行に伴う第三者からの苦情等について

は、同条同項各号に掲げる者が対応する。 

２ 前項によりがたい場合で、本事業を円滑に推進するために必要があると認められる

ときは、甲、乙及び丙は相互に協力を求めることができるものとする。なお、甲、乙

及び丙は、それぞれ可能な範囲で協力すれば足りるものとする。 

 

（その他） 

第 10 条 本覚書に定めのない事項又は本覚書に疑義が生じた事項については、その都

度、甲、乙及び丙で協議の上、処理するものとする。 

本覚書の証として本書３通を作成し、甲、乙及び丙記名押印の上、各々その１通を保

有する。 

 



 

令和  年  月  日 

 

甲  東京都千代田区神田神保町１丁目30番地 

株式会社ミナミリアルティパートナーズ 

代表取締役社長   相原 道廣 

 

乙  神奈川県横須賀市公郷町１丁目56番５号 

 神奈川県横須賀土木事務所長  五十嵐  敬 

 

丙  神奈川県逗子市逗子５丁目２番１６号 

逗子市長   桐ケ谷  覚 



凡例 ：甲事業範囲

：丙事業範囲

：市道新宿39号

：市道新宿15号

別紙「事業範囲図」

※令和４年６月14日時点公図参照



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 8 1 4 1 3

事業名

補正額 千円

　歳入 ページ

款 項 目 節 細節
科　目

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 4 ページ

補正の理由

説明

　地域防災計画を見直すにあたり、２ヵ年度にわたり業務委託する必要
があるため。

　本業務は２ヵ年度にわたり一体的かつ連続的に計画を見直しする必要
があり、年度ごとに契約を分割することで成果の整合性や品質確保に支
障が生じる可能性があることから継続費を設定して行うこととしたも
の。

金額　１年目（令和８年度） 地域防災計画作成業務委託　 9,482千円
　　　２年目（令和９年度） 地域防災計画作成業務委託　11,429千円
　　　　　　　　　　 　　（受援計画策定業務委託5,093千円を含む)

災害対策事業

予算説明書

継続費

予算説明書

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

定例会

一般

補正予算　　第

防災安全課



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 16・17 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 8 1 4 1 4

事業名

補正額 千円

　歳入 8・9 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 20 4 4 6 3

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

一般財団法人自治総合センターが実施するコミュニティ助成事業助成金
の交付決定を受け、自主防災組織（１団体）が購入する防災活動に必要
な資機材等経費（建築物及び消耗品は対象外）を補助するもの。

　災害時、孤立する可能性がある下桜山交友会防災部に対し、救助活動
や避難所運営に使用可能な、自家発電機を配備するもの。

（歳入）コミュニティ助成事業助成金：1,600,000円

（歳出）自主防災組織育成事業
　　　　コミュニティ助成事業補助金：1,600,000円
　　　　対象：下桜山交友会防災部

        購入詳細
　　　　ポータブルガス発電機（４台）等　1,650,000円
　　　　※　自主防災組織負担分　　 　　　　50,000円

自主防災組織育成事業

1,600

予算説明書

コミュニティ助成事業

1,600

予算説明書

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

定例会

一般

補正予算　　第

防災安全課



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 16・17 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 9 1 3 2 2

事業名

補正額 千円

　歳入 6・7 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 15 3 4 1 1

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

補正の理由

説明

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

歳出（補助率10/10）
　講師謝礼金　360千円
　旅費　　　　 11千円
　需用費　　　 70千円

歳入【対象事業】
　かながわ学力向上実践推進事業
　かながわ学びづくり推進地域研究委託事業

予算説明書

学校教育調査・研究事業

441

予算説明書

かながわ学びづくり推進事業委託金

441

定例会

一般

補正予算　　第

学校教育課

かながわ学びづくり推進地域研究委託を受託するにあたり、学力の向上
を目指し、児童・生徒及び地域の実情や課題を踏まえ、学びに向かう力
等を養い、課題解決のために必要な思考力、判断力、表現力等を育み、
家庭・地域との連携・協力を得て実践研究を推進するため。



令和８年度かながわ学びづくり推進地域研究委託事業 概要 

１ 目的 

学びに向かう力等の養成、基礎的・基本的な知識及び技能 

の確実な習得、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等の育成、 

家庭・地域との連携・協力を得た実践研究の実施とともに成果の普及を図る。 

２ 対象校 ・久木中学校区（久木中学校・久木小学校・小坪小学校） 

・沼間中学校区（沼間中学校・沼間小学校） 

３ テーマ 「子どものための居場所づくりと絆づくり」～学びの継続を意識した授業づくり～ 

議案第39号資料



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 16・17 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 9 2 3 2 2

事業名

補正額 千円

　歳入(1) 6・7 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 15 2 8 2 2

細節名

補正額 千円

　歳入(2) 8・9 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 21 1 6 1 1

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 4 ページ

補正の理由

説明
歳出（補助率2/3）
　需用費　　-5,629千円

歳入【対象事業】
　公立学校情報機器購入事業

学習者用及び指導者用タブレット端末等の購入に関して、必要台数に変
更等が生じたため、減額補正するもの。

予算説明書

公立学校情報機器整備事業費補助金

-3,631

地方債

教育用コンピュータ維持管理事業

-5,629

予算説明書

学校教育施設整備事業債

-1,900

補正予算　　第

学校教育課

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

予算説明書

定例会

一般



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 16・17 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 9 3 3 2 2

事業名

補正額 千円

　歳入 6・7 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 15 2 8 3 1

細節名

補正額 千円

　歳入(2) 8・9 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 21 1 6 2 1

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 4 ページ

補正の理由

説明
歳出（補助率2/3）
　需用費　　985千円

歳入【対象事業】
公立学校情報機器購入事業

学習者用及び指導者用タブレット端末等の購入に関して、必要台数に変
更等が生じたため、増額補正するもの。

予算説明書

公立学校情報機器整備事業費補助金

646

地方債

教育用コンピュータ維持管理事業

985

予算説明書

学校教育施設整備事業債

400

補正予算　　第

学校教育課

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

予算説明書

定例会

一般



令　和 8 年 第 2 回

議案第 39 号

令　和 8 年度 会計

1 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 18・19 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 9 4 1 3 3

事業名

補正額 千円

　歳入(1) 4・5 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 14 2 6 4 3

細節名

補正額 千円

　歳入(2) 6・7 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 15 2 8 4 2

細節名

補正額 千円

　歳入(3) 6・7 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 17 1 2 1 2

細節名

補正額 千円

　歳入(4) 8・9 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 18 2 4 1 1

細節名

補正額 千円

歳入歳出予算以外

予算書 ページ

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

予算説明書

予算説明書

定例会

一般

補正予算　　第

文化スポーツ課

文化活動振興事業

8,773

予算説明書

文化芸術創造拠点形成事業補助金

8,373

予算説明書

企業版ふるさと納税寄附金

400

地域づくり活動促進事業費補助金

500

予算説明書

ふるさと基金繰入金

-500



補正の理由

説明
歳出
　逗子アートフェスティバル実行委員会負担金の増額
　８，７７３，０００円

歳入
　文化庁　令和８年度文化芸術創造拠点形成事業補助金
（対象事業：逗子アートフェスティバル）　　　８，３７３，０００円

　神奈川県　地域づくり活動促進事業交付金
（対象事業：逗子アートフェスティバル）　　　　　５００，０００円

　企業版ふるさと納税寄附金
（対象事業：逗子アートフェスティバル）４件　合計４００，０００円

逗子アートフェスティバル実行委員会との共催により、逗子アートフェ
スティバル2026をトリエンナーレとして開催するに当たり、文化庁及び
県の補助金並びに企業版ふるさと納税を活用するもの。



議案第 39 号資料 

  逗子アートフェスティバル2026【ＺＡＦ2026】 概要 

 

 

■開催期間 2026年（令和８年）10月３日（土）～10月25日（日）全23日間 

■開催場所 旧本多邸、逗子文化プラザ、池子の森自然公園400ｍトラック 他市内各所 

■参加者等 約20,000人（予定） 

■主催   逗子アートフェスティバル実行委員会 

共催   逗子市／逗子市教育委員会 

企画運営 逗子アートネットワーク（ＺＡＮ）／池子の森の音楽祭実行委員会 

 

■内容 

ＺＡＦ2026では、地域の歴史的建築やまちなみを舞台に、トリエンナーレ年として、池子の森自

然公園での音楽祭、市民公募による参加型アート企画を展開。国際的に活躍する招待作家や地元ア

ーティスト、市民が交わる場をつくり、逗子の魅力を高め、未活用の場所の文化的価値を引き出す。

さらに広報や学びの仕組みを通じ、移住促進や関係人口の創出にもつなげ、文化の担い手育成とア

ートを核とした持続的なまちの魅力発信を図る。 

 

１．トリエンナーレイベント事業 

  「はじまりの未来。はじまりの場。」をテーマに、地域の歴史と課題を⾒つめつつ多様な現代

アーティストを招聘し、多彩な表現による世代・⽴場を超えた交流を促進。旧本多邸や逗子市街

地、蘆花記念公園など歴史や自然が残るこれまで活用できていなかった会場でのサイトスペシフ

ィックな作品や公共施設の活用により、地域資源の再発⾒と新たな価値創造を⽬指す。 

  オープニングイベントとして、音楽と映像がコラボレーションしたライブパフォーマンスを開

催する。 

 

２．池子の森の音楽祭事業 

  在日米海軍との共同使用地であり、逗子の緑の豊かさを象徴する池子の森自然公園で、地元の

若手アーティストの発表の機会を創出すると共に、地域にゆかりのあるプロフェッショナルなミ

ュージシャンによる音楽演奏や子どもも参加できるワークショップ等を開催し、逗子ならではの

自然・音楽・遊びを丸一日味わうことで、逗子の魅力を伝えるとともに、隣接する池子米軍家族

住宅の住民との交流を図る。 

 

３．市民参加企画（みんなでアート、沼間路地展） 

  市民の自由な文化活動による作品公募。特に人口減少の課題を抱える、逗子の山側のエリアで

ある沼間地区の空き家や路地、身近な場所を会場に、アートや体験を通してまちを歩き、再発⾒

する地域参加型のアートイベントを開催する。アートをきっかけに人と人、人と地域をつなぎ、

地域の魅力や記憶を掘り起こす。 

 

４．逗子アートネットワーク事業（コミュニティ育成、コミュニケーション施策） 

  ＺＡＦを持続可能なイベントにするため、トリエンナーレ年に当たる今回は、特に逗子への移

住促進のきっかけとなる広報活動を積極的に行い、アートをハブとしたシティープロモーション

を行う。 

  ＺＡＦにこれまで関わってきた、担い手である、アーティスト、プロデュース人材、クリエイ

ティブ人材、コーディネータ人材が講師となって、次世代の地域の文化活動の人材に学びや交流

の機会を提供する。 



■収入 （単位：円）

項目 内　　訳 予算額 補正予算額
※議決された場合

補正後予算額
※議決された場合

市負担金 3,000,000 8,773,000 11,773,000

逗子アートフェスティバル実行委員会負担金 3,000,000 8,773,000 11,773,000

補助金・助成金 1,500,000 0 1,500,000

公益財団法人福武財団『アートによる地域振興助成』
※助成対象者は逗子アートネットワーク 1,500,000 0 1,500,000

寄附金・協賛金 100,000 0 100,000

協賛金 100,000 0 100,000

事業収入 7,040,000 0 7,040,000

入場料収入等 7,040,000 0 7,040,000

合計 11,640,000 8,773,000 20,413,000

■支出

項目 内　　訳 予算額 補正予算額
※議決された場合

補正後予算額
※議決された場合

需用費 40,000 10,000 50,000

消耗品費、事務用品等 40,000 10,000 50,000

雑役務費 170,000 158,000 328,000

イベント保険料 150,000 150,000 300,000

振込手数料、印紙代 20,000 8,000 28,000

事業費・委託料 11,430,000 8,605,000 20,035,000

ZAFトリエンナーレ特別年公式企画事業委託料 1,830,000 3,700,000 5,530,000

池子の森の音楽祭事業費 6,600,000 0 6,600,000

オープニングアクト事業委託料 1,000,000 800,000 1,800,000

逗子アートネットワーク事業委託料 2,000,000 4,105,000 6,105,000

合計 11,640,000 8,773,000 20,413,000

令和８年度　逗子アートフェスティバル実行委員会収支予算書


	01 一般予算書表紙（補正１号）
	02_議案（一般会計）
	03_歳入第１表
	04_歳出第１表
	05 第２表継続費・第３表地方債
	06_一般予算説明書（補正１号）
	07_歳入総括表
	08_歳出総括表
	09_歳入事項別明細書
	10_歳出事項別明細書
	11_（一般）当初給与費明細書Ｒ08補正第１号（提出用）
	12_説明書・継続費に関する調書【補正１】
	13_【１号補正】 説明書地方債（一般）
	0102010500101【財政課】財政調整基金積立金
	0102010500102【財政課】公共公益施設整備基金積立金
	0102010500104【財政課】ふるさと基金積立金
	0102010500201【財政課】財政管理事務費
	0102011400106【市民協働課】コミュニティ活動推進事業
	0103010100209【社会福祉課】権利擁護支援事業
	0103010200801【障がい福祉課】障がい者支援事務費
	0103030100201【社会福祉課】生活保護事務費
	0103030200101【社会福祉課】生活保護費支給事業
	0104020100205【資源循環課】家庭系ごみ排出抑制推進事業
	0104020100301【資源循環課】広報事業
	0104020200201【環境クリーンセンター】じんかい収集事業
	0104020200202【環境クリーンセンター】収集車両維持管理事業
	0104020200302【環境クリーンセンター】焼却施設維持管理事業
	0107030300201【都市整備課】道路改良事業v2
	0107030300201-1【都市整備課】道路改良事業v2
	0108010400103【防災安全課】災害対策事業
	0108010400104【防災安全課】自主防災組織育成事業
	0109010300202【学校教育課】学校教育調査・研究事業
	0109010300202-1【学校教育課】学校教育調査・研究事業
	0109020300202【学校教育課】教育用コンピュータ維持管理事業
	0109030300202【学校教育課】教育用コンピュータ維持管理事業
	0109040100303【文化スポーツ課】文化活動振興事業

